
 

 

 

 

平 成 3 0 年 1 1 月 2 8 日 

                                        国土政策局広域地方政策課 

 

平成30年７月豪雨、台風第21号などによる災害の対策に緊急的予算支援！ 

～平成 30 年度 第３回 災害対策等緊急事業推進費の配分～ 

 

国土交通省は、平成30年７月豪雨や台風第21号などにより被害を受けた地域で、再度災

害防止のために実施する洪水・波浪対策など24件（国費：54億67百万円）に緊急的に予算

を配分します。 

災害対策等緊急事業推進費は、年度途中に発生した自然災害による被災地域や重大な交通事故が発生し

た地域において、当初予算では対応しきれない対策に年度内に緊急に予算支援する制度です。 

 

１．河川の浸水被害を受けた地域に 

おける対策 

○広島県 太田
オ オ タ

川水系太田
オ オ タ

川 

○徳島県 那賀
ナ カ

川水系那賀
ナ カ

川 

○北海道 石狩
イシカリ

川水系ペーパン川 

○栃木県 利根
ト ネ

川水系田
タ

川 

○兵庫県 高橋
タカハシ

川水系高橋
タカハシ

川・要玄
ヨウゲン

寺
ジ

川 

○兵庫県 宮
ミヤ

川水系宮
ミヤ

川 

○奈良県 大和
ヤ マ ト

川水系蟹
カニ

川 

○和歌山県 亀
カメ

の川水系大坪
オオツボ

川 

○和歌山県 新宮
シングウ

川水系大塔
オオトウ

川 

○岡山県 旭
アサヒ

川水系 旭
アサヒ

川 

○岡山県 旭
アサヒ

川水系砂
スナ

川 

○岡山県 高梁
タカハシ

川水系高梁
タカハシ

川 

○広島県 沼
ヌ

田
タ

川水系沼
ヌ

田
タ

川・天井
テンジョウ

川・ 

仏通
ブッツウ

寺
ジ

川・梨和
ナ シ ワ

川・菅
スゲ

川 

○山口県 島
シマ

田
タ

川水系島
シマ

田
タ

川 

２．港湾・海岸保全施設等の波浪被害を受けた 

地域における対策 

○鹿児島県 指宿
イブスキ

港海岸湯
ユ

の浜
ハマ

地区 

○兵庫県 尼 崎
アマガサキ

西宮
ニシノミヤ

芦屋
ア シ ヤ

港海岸甲子園
コ ウ シ エ ン

浜
ハマ

地区 

○和歌山県 加太
カ ダ

港海岸加太
カ ダ

地区 

○和歌山県 田辺
タ ナ ベ

海岸芳養
ハ ヤ

・元町
モトマチ

地区 

○静岡県 熱海
ア タ ミ

港和田
ワ ダ

磯
イソ

地区 

○和歌山県 和歌山
ワ カ ヤ マ

下津
シ モ ツ

港雑賀崎
サイカザキ

地区 

○兵庫県 津名
ツ ナ

港志
シ

筑
ヅキ

地区 

○静岡県 熱海市
ア タ ミ シ

浄水
ジョウスイ

管理
カ ン リ

センター 

 

３．崖崩れにより被害を受けた地域における対策 

○徳島県 一般県道中部山渓
チュウブサンケイ

轟
トドロキ

公園
コウエン

線 

 

４．公共交通安全に係る対策 

○広島県 市道
シ ド ウ

芦
アシ

田川
ダ ガ ワ

右岸
ウ ガ ン

２号
ゴウ

幹線外
カンセンホカ

３路線
ロ セ ン

 

 

【添付資料】別添１:執行地区一覧表 

別添２:執行地区個票  

【問合せ先】 
 国土政策局広域地方政策課調整室 親谷、新井、井上 
  代表：03-5253-8111（内線 29-915、29-925、29-923） 
  直通：03-5253-8360  F A X：03-5253-1572 



別添１

【災害対策】

事業費 国費

１．河川の浸水被害を受けた地域における対策

河川（直轄）

(１) 河川改修事業 太田川水系太田川 国土交通省 広島県 広島市安佐北区口田地先 49.0 49.0

(２) 河川改修事業 那賀川水系那賀川 国土交通省 徳島県 阿南市羽ノ浦町地先 101.0 101.0

河川（補助）

(３) 河川災害復旧等関連緊急事業 石狩川水系ペーパン川 北海道 北海道 旭川市東旭川町豊田地先 179.7 119.8

(４) 河川改修事業 利根川水系田川 栃木県 栃木県 宇都宮市石那田地先 319.4 159.7

(５) 河川改修事業 高橋川水系高橋川・要玄寺川 兵庫県 兵庫県 神戸市東灘区深江本町地先 90.6 45.3

(６) 河川改修事業 宮川水系宮川 兵庫県 兵庫県 芦屋市西蔵町・呉川町地先 60.4 30.2

(７) 流域治水対策事業 大和川水系蟹川 奈良県 奈良県 大和郡山市北郡山町地先 159.0 53.0

(８) 河川改修事業 亀の川水系大坪川 和歌山県
和歌山

県
海南市黒江地先 300.0 150.0

(９) 河川改修事業 新宮川水系大塔川 和歌山県
和歌山

県
田辺市本宮町川湯外地先 301.0 150.5

(１０)河川改修事業 旭川水系旭川 岡山県 岡山県
岡山市北区中牧地先～御津宇垣
地先

702.0 351.0

(１１)河川激甚災害対策特別緊急事業 旭川水系砂川 岡山県 岡山県 岡山市東区金田地先～竹原地先 2,000.0 1,100.0

(１２)河川災害復旧等関連緊急事業 高梁川水系高梁川 岡山県 岡山県 総社市福谷地先～下倉地先 500.0 250.0

(１３)河川激甚災害対策特別緊急事業
沼田川水系沼田川・天井川・
仏通寺川・梨和川・菅川

広島県 広島県
三原市沼田東町地先～本郷町地
先

1,600.0 800.0

(１４)河川改修事業 島田川水系島田川 山口県 山口県 光市三井地先～立野地先 797.0 398.5

計 14件 7,159.1 3,758.0

２．港湾・海岸保全施設等の波浪被害を受けた地域における対策

港湾海岸（直轄）

(１５)海岸保全施設整備事業 指宿港海岸湯の浜地区 国土交通省
鹿児島

県
指宿市湯の浜 340.0 340.0

港湾海岸（補助）

(１６)海岸保全施設整備事業
尼崎西宮芦屋港海岸甲子園浜
地区

兵庫県 兵庫県 西宮市甲子園浜 40.0 20.0

(１７)海岸保全施設整備事業 加太港海岸加太地区 和歌山県
和歌山

県
和歌山市加太 150.0 75.0

河川海岸（補助）

(１８)海岸保全施設整備事業 田辺海岸芳養・元町地区 和歌山県
和歌山

県
田辺市目良地先 382.0 191.0

港湾（補助）

(１９)港湾事業 熱海港和田磯地区 静岡県 静岡県 熱海市和田浜南町 30.0 12.0

(２０)港湾事業 和歌山下津港雑賀崎地区 和歌山県
和歌山

県
和歌山市雑賀崎 1,860.0 930.0

(２１)港湾事業 津名港志筑地区 兵庫県 兵庫県 淡路市生穂新島 150.0 60.0

下水道（補助）

(２２)下水道災害対策事業 熱海市浄水管理センター 熱海市 静岡県 熱海市和田浜南町 80.0 40.0

計 ８件 3,032.0 1,668.0

平成30年度 第３回 災害対策等緊急事業推進費 執行地区一覧表

［金額単位：百万円］

種　別

事業主体名 施行地

実施計画額

事業名



【災害対策】

事業費 国費

平成30年度 第３回 災害対策等緊急事業推進費 執行地区一覧表

［金額単位：百万円］

種　別

事業主体名 施行地

実施計画額

事業名

３．崖崩れにより被害を受けた地域における対策

地方道(補助）

(２３)道路更新防災等対策事業 一般県道中部山渓轟公園線 徳島県 徳島県 海部郡海陽町平井字保勢 28.0 14.0

計 １件 28.0 14.0

災害対策　計 23件 10,219.1 5,440.0

【公共交通安全対策】

事業費 国費

１．公共交通安全に係る対策

地方道(補助）

(２４)交通安全施設等整備事業
市道芦田川右岸２号幹線外３
路線

福山市 広島県 福山市神島町ほか 54.0 27.0

計 １件 54.0 27.0

公共交通安全対策　計 １件 54.0 27.0

総　計 24件 10,273.1 5,467.0

［金額単位：百万円］

種　別

事業主体名 施行地

実施計画額

事業名



国土交通省

広島県広島市安佐北区口田地先

49

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）49

（１） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（太田川水系太田川）

ヒロシマ ア サキタ クチタ

１

平成30年7月豪雨では、矢口川排水機場の除塵機が、計画を越える降雨に伴う大

量の流木やゴミの流入により、排水機能が十分に発揮しなかった。

今後の豪雨に対し、排水機場の機能を十分に発揮するため、推進費を活用して緊

急的に矢口川排水機場の除塵設備の改良を実施し、地域住民の安全・安心を確保

する。

オオ タ

浸水状況

浸水状況

別添２

太田川

絵坂川

矢口川 ＪＲ芸備線

矢口川排水機場

②

【広域図】
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【断面図（A － A’）】

被災状況写真矢口川

絵坂川

除塵機周辺の塵芥堆積状況

①

被災状況写真

太田川

矢口川排水機場
矢口川

矢口川排水機場周辺の浸水状況

②

施行箇所

【位置図】

温品雨量観測所



国土交通省

徳島県阿南市羽ノ浦町地先

101

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）101

（２） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（那賀川水系那賀川）

アナン ハノウラチョウ

２

平成30年９月の台風第21号に伴う豪雨により、那賀川の水位が上昇し、

護岸の一部が崩壊した。

今後の豪雨により、更なる護岸崩壊による破堤のリスクを防ぐ必要がある

ため、推進費を活用して緊急的に護岸整備を行うことで再度災害防止を図

り、地域住民の安全・安心を確保する。

ナ カ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

護岸崩壊 L=85m
那賀川左岸6k/600
（羽ノ浦地区）

那賀川
大
京
原
橋

那
賀
川
大
橋

(

国
道
55
号)

JR

橋
梁

那
賀
川
橋

護岸被災状況
護岸被災状況
（対岸から撮影）

那賀川

施行箇所

【位置図】
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JR阿波中島駅

道の駅
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写真①

写真②

阿南市
推進費施行区間

L=85m

Ａ

Ａ’

H=約4.5m

【広域図】

【平面図】



ペーパン川

ペーパン川

東川町

旭川市

当麻町

甘水橋

五月橋

福島橋

①

河川災害復旧等関連緊急事業 L=6,510m

L=4,580m L=,1,930m

②

浸水範囲

凡 例

推進費施行区間L=650m

【平面図】

北海道

北海道旭川市東旭川町豊田地先

179.7

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）119.8

（３） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川災害復旧等関連緊急事業（石狩川水系ペーパン川）

ｱｻﾋｶﾜ ﾋｶﾞｼｱｻﾋｶﾜﾁｮｳﾄﾖ ﾀ

３

イシカリ

平成30年７月豪雨により、ペーパン川が越水及び破堤し、家屋浸水などの

被害が発生した。

上流の改良復旧工事によるペーパン川の流量増加に対応するため、河川

災害復旧等関連緊急事業の初年度に推進費を活用して緊急的に河道掘削

を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

ペーパン川

【位置図】
凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

② ペーパン川（福島橋より）

五月橋

① ペーパン川（五月橋付近）

旭川市

当麻町

東川町

【広域図】

瑞穂観測所

施行箇所

被災時水位.

河道掘削

【断面図（Ａ－Ａ‘）】

対策後水位.
A’A

災害復旧事業及び
災害関連事業区間

災害復旧事業及び
災害関連事業区間



栃木県

栃木県宇都宮市石那田地先

319.4

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）159.7

（４） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（利根川水系田川）

ウツノミヤ イシナダ

４

平成30年８月10日の豪雨により、田川が溢水し、家屋浸水などの被害が

発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に河道掘削等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

ト ネ タ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当年度施行箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所凡例
：浸水範囲

：浸水家屋
【位置図】

施行箇所

田川

大網観測所

H.W.L

【断面図 （A―A’）】
被災時水位

対策後水位

推進費施行区間 L=1,500ｍ

A

A’

日光市 宇都宮市

②

①
田川

【平面図】

②橋梁冠水状況

田川

桑原橋

冠水

被災時水位

溢水

①浸水痕跡（イメージ）

田川

溢水



兵庫県

兵庫県神戸市東灘区深江本町地先

90.6

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）45.3

（５） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（高橋川水系高橋川・要玄寺川）

コウベ ﾋｶﾞｼﾅﾀﾞ フカエホンマチ

５

平成30年９月の台風第21号に伴う高潮により、高橋川及び要玄寺川が溢

水し、家屋浸水などの被害が発生した。

今後の高潮に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に高橋川及び要玄寺川の築堤を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

タカハシ ヨウゲンジ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所

写真
②

推進費施行区間
L=900m

写真
①

浸水範囲

深江橋

出合橋

上薬王子橋

中薬王子橋

下薬王子橋

薬王子橋

踊松橋

白鴎橋

【断面図（A-A’）】

被災時水位
現況堤防高

築堤

計画堤防高

【平面図】

写真②

被災状況

写真①

被災状況

施行箇所

西宮検潮所

【位置図】



兵庫県

兵庫県芦屋市西蔵町・呉川町地先

60.4

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）30.2

（６） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（宮川水系宮川）

アシヤ ﾆｼｸﾗﾁｮｳ ｸﾚｶﾜﾁｮｳ

６

平成30年９月の台風第21号に伴う高潮により、宮川が溢水し、家屋浸水な

どの被害が発生した。

今後の高潮に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に宮川の築堤を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

ミヤ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所

施行箇所
西宮検潮所

【位置図】

築堤

被災時水位

現況堤防高

【断面図（A-A’）】

計画堤防高

写真①

写真②

推
進
費
施
行
区
間

Ｌ
＝
４
０
０
ｍ

A-A’

浸水範囲

【平面図】

写真①

被災状況

写真②

被災状況



蟹川

【平面図】

浸水範囲
（通学路指定 市道奈良口本町線）

奈良県

奈良県大和郡山市北郡山町地先

159

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）53

（７） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

流域治水対策事業（大和川水系蟹川）

ﾔﾏ ﾄ ｺｵﾘﾔﾏ ｷﾀｺｵﾘﾔﾏﾁｮｳ

７

平成30年７月豪雨により、蟹川の水位が上昇し、流入する排水路で道路

浸水などの被害が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に蟹川の貯留施設整備を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

ヤマト カニ

河高下滝野線 浸水状況

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

【構造図】

施行箇所

【位置図】

① H30.7豪雨による冠水状況

②

【拡大図】

施 行 箇 所

①

蟹川

② 通学路の状況（平常時）

施行箇所



和歌山県

和歌山県海南市黒江地先

300

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）150

（８） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（亀の川水系大坪川）

カイナン クロエ

８

平成30年７月豪雨により、大坪川が溢水し、家屋浸水などの被害が発生し

た。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に大坪川の河道掘削等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

カメ オオツボ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

【平面図】
浸水家屋

浸水範囲

①

②

大坪川

施行箇所

海南観測所

【位置図】

②①

矢板工

河道掘削

【断面図（A-A’）】

地盤高
被災時水位

対策後水位

【断面図（B-B’）】
HWL

HWL



和歌山県

和歌山県田辺市本宮町川湯外地先

301

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）150.5

（９） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（新宮川水系大塔川）

タナベ ﾎﾝｸﾞｳﾁｮｳ ｶﾜ ﾕ

９

平成30年８月の台風第20号に伴う豪雨により、大塔川が溢水し、家屋浸水

などの被害が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に大塔川の河道掘削を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

シングウ オオトウ

熊野川

大塔川

推進費施行区間
L=5.4km

【平面図】

①

②

被災時水位

河道掘削

▽
▽

対策後水位

【断面図（A-A’）】

大塔川

浸水高さ

①

大塔川

②

浸水範囲

浸水家屋

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）

熊野川

静川観測所

施行箇所

【位置図】

災害復旧事業



岡山県

岡山県岡山市北区中牧地先～御津宇垣地先

702

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）351

（10） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（旭川水系旭川）

ｵｶﾔﾏ ｷﾀ ﾅｶﾏｷ ミ ツ ウガキ

10

平成30年７月豪雨により、旭川が越水・溢水及び破堤し、家屋浸水などの

被害が発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に旭川の河道掘削等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

ｱｻﾋ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）

浸水範囲

浸水家屋

27.2k

【断面図（A-A’）】

河道掘削

被災時水位

対策後水位

整備計画HWL▽25.979

【断面図（B-B’）】

築堤

旭川ダム

福渡観測所

施行箇所

【位置図】

推
進
費
施
行
区
間
L
=
1
0
,8
0
0
m

B-B’

A-A’

旭川

①

②

河道掘削

築堤
河道掘削

河道掘削

【平面図】

災
害
復
旧
事
業

①

堤防越水状況

旭川

堤防破堤箇所

②

被災時水位



岡山県

岡山県岡山市東区金田地先～竹原地先

2,000

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）1,100

（11） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川激甚災害対策特別緊急事業（旭川水系砂川）

ｵｶﾔﾏ ﾋｶﾞｼ カナダ タケハラ

11

ｱｻﾋ スナ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連

黄 次年度以降の実施予定

【平面図】

西大寺駅 大富駅

上道駅

(

一)

百
間
川

瀬戸駅

河川激甚災害対策特別緊急事業区間
Ｌ＝７．２ｋｍ

災害復旧事業及び
災害関連事業

推進費施行区間
Ｌ＝１．５ｋｍ

【凡例】

浸水範囲

浸水家屋

②

①

(一)砂川

N

決壊箇所 ①

旧堤防高

平成30年７月豪雨により、砂川が越水及び破堤し、甚大な家屋浸水被害

などが発生した。

このため、河川激甚災害対策特別緊急事業の初年度に推進費を活用して

緊急的に砂川の河道掘削等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

施行箇所

【位置図】

瀬戸雨量観測所

決壊
②

①

浸水状況 ②浸水状況

【断面図（A-A’）】



推進費施行区間
Ｌ＝１．０ｋｍ

災害復旧事業及び
災害関連事業区間

河川災害復旧等関連緊急事業区間
Ｌ＝５．０ｋｍ

A

A’

①

②

【平面図】

岡山県

岡山県総社市福谷地先～下倉地先

500

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）250

（12） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川災害復旧等関連緊急事業（高梁川水系高梁川）

ｿｳｼﾞｬ ﾌｸﾀﾆ ｼﾀｸﾞﾗ

12

タカハシ

平成30年７月豪雨により、高梁川が越水及び破堤し、家屋浸水などの被

害が発生した。

上流の改良復旧工事による高梁川の流量増加に対応するため、河川災

害復旧等関連緊急事業の初年度に推進費を活用して緊急的に高梁川の築

堤等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連

黄 次年度以降の実施予定

 

 吉 

 井 

 川 

 旭 

 川 

 高  梁 

 川 

●

【位置図】

施行箇所

高梁雨量観測所

【凡例】

浸水範囲

浸水家屋

浸水状況②

断面図
被災時水位

築堤

築堤

【断面図（ A-A’）】

① 浸水状況



広島県

広島県三原市沼田東町地先～本郷町地先

1,600

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）800

（13） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川激甚災害対策特別緊急事業

（沼田川水系沼田川・天井川・仏通寺川・梨和川・菅川）

ミハラ ヌ タﾋｶﾞｼﾁｮｳ ﾎﾝｺﾞｳﾁｮｳ

13

ヌ タ テンジョウ ブッツウジ ナシワ スゲ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）

黄 次年度以降の実施予定

施行箇所

河内雨量観測所

【位置図】

浸水範囲

菅川

梨和川

沼田川

仏通寺川

天井川

三次川尾原川
推進費施行区間
Ｌ＝3，500ｍ

①
②

【平面図】

災害復旧事業

災害復旧事業

No.37

【断面図（No.37）】
被災時水位

掘削 護岸護岸

対策後水位

平成30年７月豪雨により、沼田川が越水・溢水し、支川では越水及び破堤

して、甚大な家屋浸水被害などが発生した。

このため、河川激甚災害対策特別緊急事業の初年度に推進費を活用して

緊急的に沼田川の河道掘削等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

梨和川

三次川

② 沼田川右岸側浸水状況

小原大橋

沼田川

① 沼田川左岸側浸水状況



山口県

山口県光市三井地先～立野地先

797

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）398.5

（14） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

河川改修事業（島田川水系島田川）

ﾋｶﾘ ミ イ タテノ

14

平成30年７月豪雨により、島田川が越水・溢水し、家屋浸水などの被害が

発生した。

今後の豪雨に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に島田川の河道掘削等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

シマタ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

黒 施行完了箇所山口県

施行箇所

【位置図】

● 勝間雨量観測所

推進費施行区間
L=4,000m

島田川

束荷川

A
②

【平面図】

：浸水範囲
：浸水家屋

①

A

L.WL

H.W.L.

【断面図（A-A）】

河道掘削護岸工

被災時水位
対策後水位

②①



国土交通省

鹿児島県指宿市湯の浜

340

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）340

（15） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

海岸保全施設整備事業（指宿港海岸湯の浜地区）

イブスキ ユ ハマ

15

イブスキ ユ ハマ

平成30年９月の台風第24号の暴風に伴う波浪及び越波により、護岸背後

の浸水と道路の陥没被害が発生した。

今後の台風に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に

離岸堤整備を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

青 当初実施箇所（当年度施行）

離岸堤（改良）
110m

推進費施行区間
L=80m

写真②写真①

当初実施箇所
離岸堤（改良）30m

A

A’

【断面図（A-A’）】

沖側 陸側

本体工
基礎工

堤体幅 45.0m

L.W.L 

H.W.L 

消波工

【位置図】

施行箇所

指宿観測所

枕崎検潮所

台風第24号に伴う越波による道路冠水

写真②

台風第24号に伴う護岸からの吸出しによる空洞化

写真①

【平面図】



兵庫県

兵庫県西宮市甲子園浜

40

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）20

（16） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

海岸保全施設整備事業

（尼崎西宮芦屋港海岸甲子園浜地区）

ﾆｼﾉﾐﾔ コウシエンﾊﾏ

16

平成30年９月の台風第21号の暴風に伴う越波と高潮により、護岸が倒壊

し、下水処理場等において浸水被害が発生した。

今後の台風に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に護岸改良を実施し、下水処理場の安定的な水処理機能と周辺利用者の

安全・安心を確保する。

ｱﾏｶﾞｻｷﾆｼﾉﾐﾔ アシヤ コウシエン ハマ

西宮処理場
甲子園浜浄化センター

推進費施行区間
L=73m

浸水高さ

浸水痕跡高30cm

公園

ゴルフ場

写真
①

写真②

最大浸水深さ1.1m

【平面図】

施行箇所

【位置図】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）

被災前
（写真①）

被災護岸被災後
（写真②）

：浸水範囲

【断面図】

(改良前)

(改良後)

ブロック積み構造

捨石

Con舗装

擁壁構造

崩壊ライン



和歌山県

和歌山県和歌山市加太

150

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）75

（17） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

海岸保全施設整備事業（加太港海岸加太地区）

ワカヤマ カ ダ

17

カ ダ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

①
②

推進費施行区間L=143m

市道47号線

③
A

A’

【平面図】 断面図
▽既存護岸高

▽計画護岸高

護岸の嵩上げ

消波ブロック設置

【断面図（A-A’断面）】

平成30年９月の台風第21号の暴風に伴う越波により、護岸背後の住宅地

において浸水被害が発生した。

今後の台風に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的に

護岸の嵩上げ等を実施し、地域住民の安全・安心を確保する。

位置図

施行箇所

加太観測所

和歌山検潮所

友ヶ島観測所

潮岬波浪観測地点

施行箇所

【位置図】

【広域図】

浸水範囲

浸水等の
被災写真

台風通過後の越波状況

①

※浸水イメージ

背後地の浸水イメージ③②



和歌山県

和歌山県田辺市目良地先

382

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）191

（18） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

海岸保全施設整備事業（田辺海岸芳養・元町地区）

タナベ メ ラ

18

平成30年９月の台風第21号・第24号の暴風に伴う越波及び高潮により、家

屋浸水などの被害が発生した。

今後の台風等に伴う高潮・高波に対し、再度災害防止を図るため、推進費

を活用して緊急的に護岸の嵩上げ等を実施し、地域住民の安全・安心を確保

する。

タナベ ハ ヤ モトマチ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

施行箇所

【位置図】

護岸が倒壊

推進費施行区間
L=614m 国道42号

③

②

①

【平面図】

浸水家屋等
浸水範囲（台風第21号）
浸水範囲（台風第24号）

施行箇所

白浜検潮所

南紀白浜観測所

【広域図】

淡島護
岸

断面図

【断面図】

H30台風第24号の越波により背後地が浸水

③

①

②

現状施設

改修断面
既存施設



静岡県

静岡県熱海市和田浜南町

30

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）12

（19） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

港湾事業（熱海港和田磯地区）

アタミ ワ ダハマﾐﾅﾐﾁｮｳ

19

平成30年７月の台風第12号の暴風に伴う越波と高潮により、外港護岸や

背後地の臨港道路が破損するなどの被害が発生した。

今後の台風に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に護岸の嵩上げ等を実施し、緊急輸送岸壁や臨港道路を含めた背後地と

地域の安全・安心を確保する。

熱海港【位 置 図】
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外港護岸 

施行箇所【広 域 図】

アタミ ワ ダ イソ

防波堤

5号臨港道路

外港護岸
＜被災箇所＞

岸壁（水深7.5m）
5号臨港道路

【平 面 図】

防波堤

外港護岸

写真②

(海 側)

+8.70

+6.77

+4.08

+6.41

1:0.6

600 1440

2040

500

+6.30
AS

消波ブロック

AS

【断 面 図】
((海 側)

+8.00

+4.09

2.0%

1:1.0

+6.76

盛土

+6.39

+6.00

+8.70

1117600

1717

1:0.6

消波ブロック

計画嵩上げ高

復旧高

消波ブロック

（海側） （陸側）A-A断面

上部工(嵩上げ)

消波工(嵩上げ)

復旧工(上部工)

復旧工（水叩き工）

（海側） （陸側）

消波ﾌﾞﾛｯｸ

上部工(嵩上げ)

舗装工
B-B断面

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）

写真① 被災前

写真② 被災後 写真① 被災後



和歌山県

和歌山県和歌山市雑賀崎

1,860

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）930

（20） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

港湾事業（和歌山下津港雑賀崎地区）

ワカヤマ サイカザキ

20

平成30年９月の台風第21号の暴風に伴う越波と高潮により、背後護岸が

破損し、工業用地等において浸水被害が発生した。

今後の台風に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に消波工の嵩上げ等を実施し、工業団地を含めた背後地と周辺利用者の

安全・安心を確保する。

シモ ツ サイカザキ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧・関連（当年度施行）

写真①(被災前)

和歌山下津港

【平面図（被害箇所）】

浸水範囲

施行箇所

施行箇所

護岸工
（L＝817m）

災害復旧事業・
災害関連事業

【平面図（対策箇所）】

断面図

消波工（嵩上げ）

護岸工（嵩上げ)

上部工（嵩上げ）

【断面図（A-A’）】

消波工と上部工の境

写真②(被災後)

施行箇所

【広域図】



兵庫県

兵庫県淡路市生穂新島

150

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）60

（21） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

港湾事業（津名港志筑地区）

アワジ ｲｸ ﾎ ﾆｲｼﾞﾏ

21

平成30年９月の台風第21号の暴風に伴う波浪と高潮により、防波堤の一

部が滑動し、背後の物揚場において浸水被害が発生した。

今後の台風に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に防波堤補強等を実施し、背後地と地域住民の安全・安心を確保する。

ツ ナ シヅキ

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）

復旧工(ケーソン据直し)

約2.5m滑動

【平面図】

写真②

Ａ

Ａ

復旧工(消波)

平均１m程度沈下

防波堤補強

(増打コンクリート、基礎捨石工)

写真①

施行箇所

国道28号【広域図】

津名港

基礎工
（基礎捨石工）

防波堤補強（増打コンクリート）

【断面図（Ａ－Ａ）】 復旧工
（消波ブロック製作・据付）

写真①（被災状況）

被災状況写真

写真②（被災状況）

平均１ｍ沈下

【位置図】



熱海市

静岡県熱海市和田浜南町

80

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）40

（22） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

下水道災害対策事業（熱海市浄水管理センター）

アタミ ワ ダハマﾐﾅﾐﾁｮｳ

22

上空より

熱海市浄水管理センター

＜被災箇所＞

写真①
施行箇所

網代観測所

【位 置 図】
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施行箇所【広 域 図】

平成30年７月の台風第12号の暴風に伴う越波と高潮により、下水処理施

設の破損などの被害が発生した。

今後の台風に対し、再度災害防止を図るため、推進費を活用して緊急的

に護岸の嵩上げ等を実施し、下水処理施設の安定的な水処理機能と地域

の安全・安心を確保する。

管理用通路

管理棟

熱海市浄水管理センター

Ａ系水処理棟

汚泥処理棟

推進費施行区間L=479m

災害復旧事業（熱海市）

熱海港

Ｂ系水処理棟

静岡県熱海港外港護岸
（別途推進費により施行）
L=41.9m

管理用通路

写真①

写真②,③

災害復旧事業（静岡県）

【平 面 図】

凡 例

赤 推進費施行箇所（当年度施行）

緑 災害復旧（当年度施行）

青 推進費施行箇所（港湾局所管）（当年度施行）

陸側海側
【断面図（A－A）】 上部工(嵩上げ)

側溝工
舗装工

①被災状況（Ｂ系水処理棟） 写真②
②被災状況（Ｂ系水処理棟） 写真③



徳島県

徳島県海部郡海陽町平井字保勢

28

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）14

（23） 災害対策等緊急事業推進費（災害対策）

道路更新防災等対策事業（一般県道中部山渓轟公園線）

ｶｲﾌ ｶｲ ﾖｳ ﾋﾗｲ ﾎ ｾ

23

平成30年2月13日に一般県道中部山渓轟公園線で崖崩れが発生し、夜間
通行止等の通行規制を行った後、仮復旧による暫定供用を行っている。こ
の道路は集落と市街地を結ぶ唯一の生活道路である。
このため、推進費を活用して緊急的に張りコンクリート工等による法面対
策を行うことで再度災害防止を図り、通行者等の安全・安心を確保する。

ﾁｭｳﾌﾞ ｻﾝ ｹｲ ﾄﾄﾞﾛｷ ｺｳｴﾝ

施行箇所

【位置図】

至轟の滝

至徳島市

海部川

写真①

崩落

写真②

中部山渓轟公園線

施行箇所

193

55

轟の滝

至 徳島市

至 高知県

集落

【広域図】
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　 土 砂 撤去 　

路 側防 護柵 工　　 　　 L = 1 8 m

至轟の滝

至徳島市

海部川

断面図位置

推進費施行区間L=85m

写真② 写真①④

【平面図】

写真③

凡 例

赤
推進費施行箇所

（当年度施行）

写真③
至轟の滝

至徳島市

仮復旧状況

仮橋

写真④

至轟の滝

至徳島市

仮復旧状況

崩落跡
ﾓﾙﾀﾙ吹付



・水位感知器・緊急通報装置
（1基/箇所 計4基※アンダーパス部）

・道路情報提供装置
（2基/箇所 計8基）

整備イメージ
（道路情報提供装置）

A箇所

B箇所

C箇所

D箇所

福山市役所

【平面図】

L=50.0m L=140.0m

L=300.0m

L=110.0m

JR山陽本線

（アンダーパス部）

至　南蔵王町 至　国道2号

約6.5%約5.0%

冠水状況

福山市

広島県福山市神島町ほか

54

事 業 名

施 行 地

事 業 主 体

事 業 費

内 容

国 費（百万円） （百万円）27

（24） 災害対策等緊急事業推進費（公共交通安全対策）

交通安全施設等整備事業

（市道芦田川右岸２号幹線外３路線）

ﾌｸﾔﾏ カシマチョウ

24

平成30年７月豪雨により、市道芦田川右岸２号幹線ほか３路線のアンダー
パス部が冠水し、うち１箇所において進入した自動車が水没する重大な事
故が発生した。
このため、推進費を活用して緊急的に道路情報提供装置等を整備するこ
とにより、道路利用者への迅速・的確な情報提供を行い、事故の再発防止
を図る。

アシダ

水位感知器・緊急通報装置
（アンダーパス部） 道路情報提供装置道路情報提供装置

冠水ライン
H=4.50m

整備例：B箇所【位置図】

広島県

施行箇所

福山市

至 南蔵王町 至 新市町

A箇所

至 国道313号至 水呑町

B箇所 C箇所 D箇所

凡 例

赤
推進費施行箇所
（当年度施行）

※地理院地図を加工して作成


